
自然災害への対応（大雨・暴風・台風・大雪・地震のとき） －西地区－  2024.4月現在 
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登校について 在校中 

【大雨警報(洪水警報)・暴風警報・暴風雪警報・大雪警報】 

・上記の気象警報のうち、２つ以上の警報が発表されたら、下の

表を見て行動させてください。 

・特別警報は１つでも同様です。 

警報発表の（例） 行 動 

当日、午前６時００分の時点で、 

「特別警報」が出ている 
自宅待機 

当日、午前６時００分の時点で、 

「大雨警報」「暴風警報」が出ている 
自宅待機 

当日、午前６時００分の時点で、 

「大雨警報」「洪水警報」が出ている 

気をつけて登校 
｢大雨警報｣｢洪水警報｣は 
一緒に出ることが多いため 

午前６時００分から、始業時刻までに、 

「特別警報」が出た 

登校前ならば 

自宅待機 

午前６時００分から、始業時刻までに、 

「大雨警報」「暴風警報」が出た 

登校前ならば 

自宅待機 

午前１１時００分までに、 

「大雨警報」「暴風警報」が解除された 

安全を確認して 

登校 

午前１１時００分の時点で 

「大雨警報」「暴風警報」が解除されない 
休校となります 

※上の表や学校からのメールにしたがって自宅待機した場合は、学

校への連絡は必要ありません。 

※警報が発表されていなくても、悪天候で登校に危険だと保護者が

判断した場合、学校に連絡の上自宅待機してください。 

【警報発表が予測される場合】 

学校生活の途中で、警報が発表

されることが予測される場合は、

予定を早めて下校させることがあ

ります。その場合、「携帯メール配

信」で知らせます。 

 

【警報が発表された場合】 

保護者への引き渡しを原則とし、

児童を学校に待機させます。 

「携帯メール配信」で知らせ、保護

者に迎えを依頼します。 

 

※警報が発表されていても児童

の安全が確保できると学校が判

断した場合は、引き渡しでなく、

天候状況を考慮して下校させる

こともあります。 
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登校前及び登校中        在校中   下校中 

 
自宅待機（震度４以上）     

震度１～３…情報・安全確認 

後、登校。      
 

※登校中→すばやく自宅か学
校へ移動。 

 
学校待機（震度により別対応） 

震度１～３･･･活動（授業）の続行 
震度４･･･学校待機か引き渡し 

※ 状況によって判断 
震度５･･･保護者へ引き渡し         

     ※ 引き渡しの順は、 
中学校→小学校→幼稚園 

「携帯メール配信」が不通になる 
可能性があります。 

●校外学習中は震度３で活動中止。 
活動の継続については、状況により

判断します。 

 

 
すばやく下校 
※状況により学校に引
き返してもよい 

臨時

情報 

 

自宅待機  

 
※登校中で自宅が近い場合は
家に帰る。 

保護者引き渡し 

すばやく下校 

       ※富士山噴火や J アラートの場合も、必要に応じて、まもメールを配信します。 

保存版 

学校からメール連絡がなくても、この

ように対応してください。必要に応

じてメールで連絡します。 


